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２ 数学 

(1) 正答表 
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(2) 領域別正答率 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 義務教育段階の傾向や課題 

 

 

○ 傾向や課題を踏まえた特徴的な問題 【大問２ 問２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

１ 出題のねらい 
［問題の内容］ 
かけ算の九九表において、縦横に隣り合う４つの数の和が、かけられる数の和とかける数

の和の積となることを、目的に応じて式を変形し、説明する問題である。 
［解答までのプロセス］ 
①  b、c、dを、aのかけられる数 m、かける数 nを使って表す。 
②  ４つの数の和が（かけられる数の和）×（かける数の和）となることを、m、nを使っ
た式で表し、説明を完成させる。 

［関連する学習指導要領の領域と内容］ 
   第２学年 Ａ 数と式 
    ⑴ 文字を用いた式について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができ 

るよう指導する。 
イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 
(ｱ)  具体的な数の計算や既に学習した計算の方法と関連付けて、整式の加法と減

法及び単項式の乗法と除法の計算の方法を考察し表現すること。 
２ 解答の状況と分析 

この問題の正答率は 24.5％、中間点の取得率は 24.3％であった。帰納した事柄を演繹
えき

し、

その事実が成り立つ理由を文字式を使って表現することが難しかったと考えられる。 

 義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、目的に応じて式を変形したり、そ
の意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することに課題がみられる。 

正答率(24.5％) 
中間点(24.3％) 
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(4) 中学校における今後の授業の在り方 

  ○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

この単元では、与えられた事柄や予想した事柄が成り立つかどうかを、具体例を挙げて調べ
る活動を通して、結論が成り立つための前提を捉え、見いだした事柄を数学的に表現できるよ
うな学習場面を設定した。このように、一旦解決された問題の説明を振り返り、見いだした事
柄を拡張して考えさせる活動を通して、解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察
する力を身に付けさせる学習活動の一層の充実が求められる。 

 

(5) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、式を、目的に応じて一つの文字に着目して整理したり、一つの文字に置き換えたり

するなどして既に学習した計算の方法と関連付けて、多面的に捉えたり、目的に応じて適切に変形し
たりする力を培うことが求められる。指導に当たっては、振り返ることによる新たな問題の発見を生
徒に促すことが大切である。その際、「得られた結果から他に分かることがないかを考えること」、
「問題解決の過程を振り返り、本質的な条件を見いだし、それ以外の条件を変えること」などの新し
い知識を得る視点を明確にしつつ、さらなる活動を促すことも大切である。 
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